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２０１９年９月２５日 

<プレスリリース資料> 

「草の根・人間の安全保障無償資金協力」 

 

サンパウロ州 

「サンタナ・デ・パルナイーバ市車椅子整備施設建設計画」に係る 

草の根・人間の安全保障無償資金協力の供与式について 

 

在サンパウロ日本国総領事館 

 

 

９月１９日（木）午前１０時００分より、「サンタナ・デ・パルナイーバ市車椅子整備施設建設

計画」に係る「平和の女王」に対する我が国の草の根・人間の安全保障無償資金協力の供与

式を行いました。式典には野口泰在サンパウロ日本国総領事、ヴァルテル・バラナ・ニコロジ・

平和の女王理事長、エルビス・レオナルド・セザール・サンタナ・デ・パルナイーバ市長他約３

０人が出席しました。 

 

場所：Rainha da Paz - Associação Beneficente Comunidade de Amor 

住所：Estrada Ecoturística do Suru, 1833, Santana de Parnaíba, 06509-001 

電話番号：(11) 4154-1193 

 

● 来賓の挨拶： 

（野口泰総領事） 

「平和の女王は、サンタナ・デ・パルナイーバ市を含む周辺の１７の市の家庭から、身

体的または精神的に障害を持つ青少年約４５０名を全て無償で受け入れられていると承

知しています。これまで、青少年一人一人の症状に合わせて車椅子を改造し、使用して

こられましたが、改造や保管のための十分なスペースが確保できておらず、作業に支障

をきたしていたと聞いております。上記問題の解決のため、本年２月１日、「平和の女王」

と当館との間で、車椅子の改造と保管のための十分なスペースを持つ新たな施設の建

設に対し、５２，２５２米ドルを限度に無償資金協力を行う贈与契約に署名をしました。そ

して今般、このような立派な施設が完成しました。私自身も新たな施設の完成に対して、

喜ばしい気持ちで一杯です。日本国民を代表し、施設の完成に御祝いを申し上げます。

新たな施設が完成したことにより、車椅子を必要とする青少年に対して、これまで以上に

多くの車椅子を行き渡らせることが可能になります。当館としても、この度の支援を通じ、

青少年のリハビリ環境の改善に貢献できることを大変嬉しく思います。また、「平和の女

王」が、これまで以上に地域の福祉サービスに貢献されることを期待しております。」と祝

辞を述べました。 
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（ヴァルテル・バラナ・ニコロジ理事長） 

「本日は、我々にとって特別な日です。これまで、日本国やブラジル日系社会は、ブラ

ジルに対して常に重要な変化をもたらしてきました。今回の無償資金協力は日本国民の

寛大な精神を表わす具体例の一つであります。我々は子供たち一人一人の症状に合わ

せて車椅子を改造するための作業スペースを切望しておりました。日本国民は我々のニ

ーズに応えて下さいました。この度の協力を祝うために、施設の入り口に植えられた３本

の桜の木のように、我々と日本とのパートナシップが、今後たくさんの枝を出して、いっぱ

いに咲くことを願っております。」と謝辞を述べました。 

 

●案件の基本情報 

案件名：サンタナ・デ・パルナイーバ市車椅子整備施設建設計画 

被供与団体：地域博愛福祉団体・平和の女王 

プロジェクト実施地：サンパウロ州サンタナ・デ・パルナイーバ市 

契約書署名日：２０１９年２月１日 

供与限度額：５２，２５２米ドル 

供与品目：車椅子の整備及び保管のための施設の建設 

 

●案件概要： 

1.  平和の女王は２００１年８月にサンパウロ州サンタナ・デ・パルナイーバ市において設立

され、同市を含む周辺の１７の市の貧しい家庭から、身体的又は精神的に障害を持つ青

少年ら約４５０名を無償で受け入れている養護施設です。 

 

2.  支援を受ける青少年らは基本的に車椅子を利用しており、施設の職員が施設内の作業

スペースで一人一人の青少年の症状に合わせたオーダーメイドの車椅子を整備していま

す。しかし、現在の作業スペースは、車椅子の整備及び保管のための十分なスペース確

保できておらず、整備及び保管に支障をきたしています。 

 

3.  今回の協力は、車椅子の整備及び保管のために十分なスペースを持つ新たな施設（床

面積２６１㎡）の建設に対し、５２，２５２米ドルを限度に無償資金協力を行うもので、車椅

子の効率的な整備及び安全な保管に資することにより、社会福祉分野の改善に寄与する

ことを目的としています。 

 

（問合せ先） 在サンパウロ日本国総領事館経済班 

 （０ｘｘ１１）３２５４－０１００ 
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【供与式典当日の様子】 

 

（新たに建設された施設） 

 
（内部の様子） 
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（供与式の様子） 

 

 
（関係者の写真） 

（向かって左から４番目）野口泰在サンパウロ日本国総領事、（向かって左から３番目）ヴ

ァルテル・バラナ・ニコロジ・平和の女王理事長、(向かって左から２番目) エルビス・レオナ

ルド・セザール・サンタナ・デ・パルナイーバ市長 
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